共同JBN 1313（12.10.15）
◎キューバ資産押収から大成功へ　　バカルディが150周年祝う
【ハミルトン（バミューダ）2012年10月15日PRN＝共同JBN】バカルディ（Bacardi）は創立150周年にあたり、世界最大の非上場スピリッツ企業として、52年前の1960年10月15日キューバの資産が不法に没収されて以来、信じがたいほどの努力と忍耐で現在の大成功を勝ち取ったことを祝っている。キューバに100年近く存続した後に起きたこの出来事は、バカルディの歴史にとっても異常な事態だったが、家族経営の企業が前進し、無名だったバカルディ（BACARDI、登録商標）ラムというブランドを国際的に大きなプロフィルにしていく転機となった。こうしてバカルディは現在のように世界的に認められるブランドに成長した。事実、キューバの資産を失ってからの20年間で、バカルディ・ラムは米国でナンバーワンのプレミアム蒸留スピリッツになっている。その後1年足らずで世界1の市販スピリッツになった。
このリリース関連のマルチメディア資料は以下を参照。
http://www.multivu.com/mnr/53412-bacardi-rum-150-anniversary-illegal-cuban-confiscation-international-grow 
（Photo: http://photos.prnewswire.com/prnh/20121015/MM89922 ）
バカルディのファクンド・L・バカルディ会長は「バカルディが世界的ブランドになり、スピリッツ業界のリーダーになるためにやり抜いたことは、バカルディの文化と精神を理解している人にとっては驚くにあたらない。回復力と忍耐は、家族としてだけでなく企業としてのバカルディ150年のDNAの一部である。われわれは破産、反逆、破滅的な地震、米国の禁酒法時代、キューバ革命、故郷からの亡命を生き抜いてきた。これらの出来事の全てを通じて、われわれは何ものをもってしても家族の不屈の精神もしくは世界で楽しんでもらう精神をくじくことはできないことを知っている。また困難な時代が来るかもしれないが、バカルディのこれまでの歴史からの教訓によって、われわれが除外されることは決してないことが明らかである」と語った。
▽困難に直面した際の迅速な対応
キューバにおけるバカルディの物語は、大きな困難の真ん中でバカルディの適応能力、関わり続ける能力、反映を継続する能力を再び示すことになる。バカルディは1910年にキューバ初の多国籍企業になったこと名誉を含めて、誇りを持ってキューバ独自の伝統を宣言する。家族、企業、ブランドのバカルディは1862年、サンティアゴデクーバでささやかにスタートし、最初の100年間にとてつもない個人的、政府的激変にもかかわらず成功した。この激変には戦争、破産、禁酒法が含まれている。
事実、1940年代、50年代のフルヘンシオ・バチスタ政権当時、バカルディをいつか国有化するという決定を含めた脅威によって、バカルディは秘密の製造法、バカルディ・ラムを製造するために不可欠な独自のイーストなどバカルディ・ラムの知的財産をキューバ国外へ移転させるという安全策を推進することになった。
1960年10月13日、1959年に政権を奪取したキューバ革命政府がキューバの主要産業を国有化し民間企業を禁止する法律890を承認した際、これらの事前措置はすでに完了していた。外国人所有の財産、企業のほかに銀行、製造業を含む400近くのキューバ人所有の企業が不法に押収された。
10月14日、キューバ企業を管理すると書かれた一片の文書を持ったキューバ軍将校は、ハバナのバカルディ販売所に向かった。しかしキューバ新政府は致命的な誤りを犯し、その反動は現在のラムの世界に生き続けている。将校たちはハバナの違うビル、間違った街に向かった。バカルディの本社と製造工場はハバナから遠く離れたサンティアゴにあった。バカルディ押収に責任ある者たちは、飛行機でサンティアゴに向かなければならなかった。これが理由で、バカルディにはバカルディ独自のイーストすべてを破壊できる24時間の余裕ができた。バカルディ独自のイーストは、バカルディ・ラムに世界どこでも楽しんでもスムーズな味わいと一貫性を与えるもので、この破壊によって誰もキューバでバカルディを製造できなくなった。
続く10月15日、キューバ革命政府当局者がサンティアゴのバカルディ本社に現れた。彼らはバカルディの経営者たちに「収用文書」に署名するよう迫った。一筆の署名によって、バカルディのキューバ資産は押収され、バカルディ一族は98年間築いてきたものすべてを失った。
当時バカルディは既に米国、メキシコ、プエルトリコ、バハマの4市場で操業していた。商標とバカルディ・イーストは革命政府が権力を奪取する以前にキューバ国外にあった。そうした事前措置によって、バカルディとバカルディ・ラムの双方が救われた。誰もが欲しがるイースト菌によってバカルディ・ラムは、現在も150年間のシグネチャーテイストやミックス可能なことやユニークなバランスを引き続き提供しており、イースト菌は堅固な安全管理下にある。
▽国際的成長と成功
バカルディは、そうでなければバカルディにとって壊滅的な損失になったかもしれない事態に対する先見の明と迅速な行動によって、引き続き家族経営のまま世界的に認められ、150以上の国で販売されているアイコニックなブランドとラベルとして世界第3位の国際的スピリッツメーカーになることができた。
バカルディ・ラムは、世界トップの販売量と最も多くの賞を獲得したラム酒になり、テイスト、品質、革新の点で世界一の600近い賞を獲得している。
バカルディ・リミテッドのエド・シャーリー社長兼最高経営責任者（CEO）はバミューダの本社で、「バカルディが資産を守る措置を取らなかったら、バカルディ・ラムをスピリッツ業界の最前線へ進めるため、他の市場に足場を築くということはなかったかもしれない。50年以上前のバカルディ経営者のそうした決定によって、バカルディは新たな高みに達し、すばらしい味のスピリッツに関する国際的なポートフォリオを獲得する戦略的な好位置に付くことができた。このポートフォリオにはグレイグース（GREY GOOSE）、ボンベイ・サファイア（BOMBAY SAPPHIRE）、デュワーズ（DEWAR’S）、マティーニ（MARTINI）が含まれている」と述べた。
バカルディはキューバの伝統を誇りにしており、いつの日かキューバへ戻って再投資し、キューバ近代化の手助けをしたいと考えている。バカルディの詳細はwww.BacardiLimited.com/150を参照。
▽バカルディ（Bacardi Limited）について
バカルディは世界最大手の非上場スピリッツメーカーであり、国際的に知られたスピリッツとワインを製造、販売している。バカルディのポートフォリオは、200以上のブランドとラベルで構成されている。その中には世界で最も好まれ多数の受賞歴を持つバカルディ・ラム、スーパープレミアム・ウオツカの世界リーダー、グレイグース・ウオツカ、米国で最も売れ筋のブレンド・スコッチウイスキー、デュワーズ、世界でトップ評価を受け急速に伸びている最高級ジンのボンベイ・サファイア、ベルモットの世界リーダーであるベルモットと世界で好まれているイタリアのスパークリングワイン、マティーニ、メキシコ最高級の100%ブルーアガヴェのテキーラとして米国で最も売れているカサドレス（CAZADORES）、世界で急速に伸びているウオツカのエリストフ（ERISTOFF）、その他有力で伸び盛りのブランドが含まれている。
バカルディは1862年2月4日キューバのサンティアゴデクーバで設立され、過去7世代にわたり家族が所有している。バカルディは6000人近くを雇用し、4大陸の16市場にある27施設でブランドを製造し、世界150カ国以上で販売している。バカルディはBacardi International Limitedを含むバカルディ企業グループ。www.BacardiLimited.com 
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